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今後の検討課題 
• 建物用途区別なし 
• ３つの構造区分 
 →より細分化できる 
  ・SRC造 
  ・在来工法(木造) 
 ・ツーバイフォー 

SRC造

本研究

各建物の構造決定に至る各ステップはじめに

GISを用いた東京都市圏における建設ストックの時空間分析 
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最終処分

都市の蓄積

天然資源

投入 廃棄

再利用

建物ID 1

建物名称 ◯X病院

階数 5

建築面積 500m2

構造 ？

新宿駅周辺

2014年

2009年

地理情報システムGIS 
(Geographic Information System)

4d-GIS建築物データ

Zmap-TOWNⅡ 
住宅地図データベース

 計画的な天然資源の投入 
再利用可能な二次資源量の把握 
多発する災害廃棄物を予測 
計画的な廃棄を促す 

使用ソフト・データ　
 循環型社会の形成に向けて都市に蓄積されている物質を
空間的・時間的に把握することが求められる． 
→地理情報システム(GIS)により都市の詳細な分析を行う.

1階

30階
2003年

研究フロー

目的 ① GISを用いて東京都市圏における４年代での建設ストックデータベース構築及び分析を行う 
② 既往研究（Tanikawa et al.(2015))における研究手法の技術的改善と最新年データベース拡充を行う
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500mメッシュ建設ストック分布
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各建物ポリゴンデータ
（Zmap-TOWNⅡ）
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建設資材ストック
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（Zmap-TOWNⅡ）
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×補正項

建設資材ストック

延床面積

構造配分

用途分類

原単位

データベース構築

既往研究の改善点 
建物用途の区分なし．  → 用途毎に詳細な分析可能   
階数情報のみで建物構造を決定 　→ 統計情報利用 

原単位
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建物用途別建設ストックの経年推移 

構造別の総延床面積一致比率(共同住宅,2014年)
2,067百万トン

固定資産の価格等の概要調書（統計データ） 
→各市町村の建物について,各構造に対応した 　 
棟数と延床面積の豊富な情報を保有している 
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統計データの
各構造棟数

Zmapの
全棟数
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Step1 
①用途分類 
→建物名称より用途を判別． 
→市町村毎に用途毎のデータを集計．

Step3(総延床面積一致比率） RCW SW

延
床

延床面積比率＝
a市の各構造総延床面積

a市の総延床面積

Step2 
②構造配分 
→各市町村について， 
 統計データの各構造棟数を基盤データの棟数に按分． 
→市町村毎に， 
 各建物を延床面積の降順に並べ替え，左下図のように 
　　構造を配分． 
→市町村毎に各構造の棟数と総延床面積を集計． 

→推計値の延床面積比率：統計値の延床面積比率 
　により一致率を確認．

3,037百万トン

3,250百万トン

既往研究　　　　　　　本研究

東京都における建設ストックの約
50％以上が共同住宅であること
が明らかになった．一都四県におい
ても，共同住宅の建設ストック約50%
以上が東京に蓄積されている．一方
で2003年から2016年にかけて建物
棟数はさほど変化していなかったが，
建設ストックは増加傾向にあった．
建物の高層化・堅牢な建物への
建替が進んだことが建設ストック
増加に起因した考えられる．0
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戸建住宅 

共同住宅 
業務施設 
工場・倉庫 

建設ストック 
(百万トン) 

建物棟数 
(千棟) 

戸建住宅 

共同住宅 
業務施設 
工場・倉庫 

全体的に統計値と推計値の一
致比率は向上し，技術的改善
に繋がった．一方で，RC造
は過剰に得られた．東京都市
圏における超高層ビルは複
合構造物(SRC造)が中心で
あるが，本研究ではRC造と
配分したことが原因と考えら
れる．SRC造を新たな構造
種として導入することが今後
の検討課題として挙げられる．

2,449百万トン

建設ストックは13年間で
増加傾向にあり，1,183
百万トン増加した．特に
2016年で東京都23区に
全体の約31%(1,020百
万トン)の建設ストックが
蓄積されていることが明
らかになった．

建設ストック 
(百万トン） 
64~

今後の課題
(分析面) 
• 最新年の建設ストックデータベースを日本全国に拡充 
• 社会インフラ(道路・鉄道…)を考慮した物質ストック推計． 

(手法面) 
• SRC造の新たな構造種別に対応する資材投入原単位の作成． 
•  基盤データのみで構造決定を可能とする研究手法の提案． 

(分析面) 
• 東京都市圏の建設ストックは増加傾向にあり，2003年から2016年の13年間で1,183百万トン増加した． 
• 2016年東京都市圏における約31%(1,020百万トン)もの建設ストックが東京23区に蓄積されていた． 
• 鉄道沿線に建設ストックが集中していることが明らかになった． 

(手法面) 
• 各建物名称より建物用途を判別することで，建物用途に関して詳細な建設ストック分析を可能とした． 
• 統計データを利用することで，各建物の構造決定における研究手法の技術精度が向上した．
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